








































































































































である（2012年 3月 28日）。サンプル授業 2は F市にある B大学で行なわれた「日本概況」




























（3） 授業後、授業の VTRを再生しながら、担当の L教師と T教師に半構造化インタビュー
を実施した。時間はそれぞれ約 1時間であった。


















































































































































































































































































































































































ST2 ： もし学生の発表、作った PPTについて、先生はだめだと言って、改善が必要と
評価してくれれば、次のグループは絶対まじめに作る。でも最初からめちゃく
ちゃで、次の人は、このままでいいと思ってしまうでしょう。
筆者 ： 皆さんはたぶんどんな基準で作るか、分かってないかもしれない。
ST2 ： 先生はとてもお人良しだから。
筆者 ： 学生の発表はあまり効果がなくて、勉強にならないということですか。
ST2 ： 先生もこの問題を認識なさっているじゃないですか、だから一生懸命たくさん
の資料を探してきてくれました。
つまり、教師の《役割》は発表の課題、グループ分けを指定するのみではなく、学習者
の実際の発表の過程においても指導し、ときどき助言をしていかなければ、期待の効果が
現れないと言えよう。教師は指導者としての立場から学習者に明確な評価基準を示す必要
があると考える。
《共同体》と《主体》の発表者の間にも問題があった。課題発表者の発表について次の
ような批判が集中した。ひとつ目は発表者が発表内容を棒読みすることに対する批判であ
る。発表者は発表の際、PPTの内容をひたすら読み上げて聴衆との間にことばはともか
く、視線の交流も少なく、インターアクションはゼロに近い状態であった。この棒読みの
発表ぶりに、「毎回の発表は本当につまらない。担当の学生は適当に用意してきたとしか
考えられない」（ST2）、との発言のように酷評された。このように、発表資料を作成する
過程においても、実際の授業での発表においても、クラスのメンバーとの間にインターア
クションが行われたかどうかによって、発表の出来具合が深く影響されると言えよう。
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6．考察
以上、二つの「日本概況」サンプル授業の実態について活動システムを使って描いてみ
た。以下二つの授業の類似性、問題点を考察してみる。
6.1　日本文化観の問題
二つの「日本概況」授業の内容から反映した日本文化観は、佐々木（2002）の枠組みに
当てはまると、「所産・知識としての文化」観に分類できる。サンプル授業 1の内容は、
「所産・知識としての文化」における六つの下位分類のうちの、「日常生活重視型」である。
サンプル授業 2の内容は、「伝統文化重視型」である。この「所産 ･知識としての文化」
観について、よく指摘されているのは、文化を静態的、均一的、確固たるものとして捉え
ている立場である。この文化を固定的なものとして捉える立場は、「外国語教育における
文化の罠」と言われている（川上 1999：22）。この文化観の存在は、文化の異質性、多様
性を塗りつぶしてしまい、学習者は文化が持つ政治性や恣意性に気づくことができない恐
れがあると考える。また、中国文化、日本文化を二項対立の構造として捉え、文化の類似
性と異質性に主眼を置き、自文化と他文化を比較することは差異の理解に固定的な方向付
けをし、異質な「外国人性（foreignness）」（久保田 2008：159）を強調する結果になると
考える。
6.2　文化教育の方法論の問題
二つのサンプル授業から、中国の大学日本語専攻教育における文化教育の方法の傾向が
浮き彫りになった。「所産・知識としての文化」が教師主導によって一方向的に伝授され
ていると要約できる。次に二つのサンプル授業から明らかになった、文化教育の方法論の
問題点と得られた示唆を、《人工物》、《共同体》を中心に述べていく。
まず、「日本概況」授業において、教科書が必要なのか、またもし必要だとしたらどの
ように扱うべきか。筆者は、「何を」教えるかより、「どのように」扱うかのほうが重要で
あると考える。なぜなら、日本文化、日本社会について書かれた教科書は、固定化された
規範や慣習といったものを事実・情報として提示する傾向が強いことと、どんな権威・見
識のある著者によって書かれた教科書でも、結局、その著者の見解や偏見というものが含
まれているのが当然だと考えるからである。教科書に潜んでいる著者の見解や偏見といっ
たものを現場でどのように扱うかは、担当教師が真剣に検討すべきことであろう。
今回 L教師と T教師が選択した教科書は、日本文化を網羅的に説明するいわゆる概説
型の教科書であって、中国ではよく見かける「日本概況」教科書のタイプである。このよ
うなタイプの教科書においては、日本の政治・経済・歴史から、年中行事・衣食住・思
想・宗教に至るまで、あらゆる内容が散りばめられていることが大きな特徴である。学習
者はこのようなタイプの教科書を使って、かなり広範的な日本に関する知識を学ぶことが
できるが、逆に教師が授業で概して専門用語や内容の説明に終始してしまうと、固定的な
文化の概念を学習者に植え付ける恐れがある。しかし、L教師と T教師のように、授業中
教科書の内容に沿って教授しない場合は、学習者に不安な思いをさせ、授業後の復習、知
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識の定着にも影響を及ぼしてしまう一面も否めない。
では、教科書はどのように扱うべきなのか。トムソン木下（2011）は教科書の位置づけ
を、「学ぶ対象」ではなく、「検証する対象」へと主張している。つまり、教師は教科書の
内容を学習者の過去の体験、教室外から得た情報と関連づけたら、教科書は「固定観念を
植え付ける元凶から、自分の考えを発展させるきっかけに変貌する」ことを考えられる
（トムソン木下 2011:19）。海外において、外国語で文化を教える際、「所産・知識としての
文化」をまとめた教科書を使って、規範的な文化知識を伝達することが多い。これについ
てステレオタイプの植え付け、文化を固定化させているとよく批判されている。しかし、
文化を客観的に、正確的に伝えることは容易なことではない。ある意味では、文化の固定
化されたイメージを客観的な真実として教えることは避けられないと筆者は思う。その場
合最も重要なのは、教師は教科書の内容を結果の伝達にするのではなく、教師も学習者も
教科書に書かれた文化を規範的なものであると認識した上で、文化的事実を批判的に検証
しながら、文化の多様性や異質性を探求することではなかろうか。
次に、媒介語の問題である。中国の教育現場では、「日本概況」授業を日本人教師に任
せるケースが多い。「日本概況」のような広い領域性や高い専門性が要求される科目は、
中国人教師より母語話者の日本人の方が適宜であると考えられている。しかし、本研究の
調査でわかったように、中国人教師は、複雑な専門用語を中国語で説明できるし、また中
国人として日本文化、中国文化についての認識や実体験を生かし、学習者とともに文化に
ついて省察ができた。一方、日本人教師の場合、「歌舞伎」のような専門性が高い、また
学習者の日本語レベルがそれほど高くない場合、教師の説明は表面的な解釈、紹介に留
まってしまう傾向がある。結果として、教育内容が専門的すぎる、知識の偏重に陥る、学
習者の理解語彙水準の把握が困難で、支障が起きた場合の調整が難しい、深く理解させよ
うとしても言葉の壁でできない、などの問題点が判明できた。このように、日本人教師に
も中国人教師にも長所、短所があるので、「日本概況」授業は中国人教師と日本人教師の
チームを作って、オムニバス形式で教えることは、問題を解決できる手段のひとつだと考
える。
課題発表という教室活動を実施する際、発表者、クラスのメンバー、教師との間、どの
ようなルールに従って分業をし、共同体にするのか、今回の調査から多く示唆された。
まず、課題発表という教室活動を行う際、学習者に課題を選ぶ主体性を与えるべきなの
か。T教師のクラスの学習者は、テーマ選びの自由性を与えられなかったが、興味のある
内容を聞きたいとインタビューで述べた。現行の授業の内容に興味を持たないので、学習
者と教師、学習者同士のインターアクションが欠如し、学習動機の低下の一因にもなって
いると考えられる。一方、L教師のクラスの場合、学習者が興味を持って発表した内容は、
教師の講義内容とどう結合するかという問題が存在していた。
また、発表者の日本語のレベルや学習意欲によって、発表の完成度が左右されることが
明らかになった。日本語力が高く、また学習意欲の高い学習者は、課題発表の完成度も高
い。担当者がいかに熱心に調べるか、その動機づけ、内容、発表の仕方などに、教師によ
る明確な指示と支援が必要とされることがわかった。教師は適切な資料を提供することが
必要だと考える。これは、教師はこの資料で発表しようと指示するのではなく、学習は自
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ら探してきた資料を読み比べ、発表のメンバーと意見交換をしながら、合意した意見を構
成していくことを意味する。
L教師のクラスの場合、学習者による課題発表はペアで行っていた。舘岡（2007）では、
ピア・ラーニングのメリットは三つがあると述べている。ひとつ目は「リソースの増大」、
二つ目は学習者間の相互作用の中で互いに変化がもたらされたり、創発が起きたりする
「相互作用による理解深化」というメリット、三つ目は他者との社会的関係性の構築、学
習への動機づけなどの「情意面から見たメリット」である（舘岡 2007：53–55）。L教師
のクラスの場合、学習者同士はテーマの選択について意見を交流し、互いの理解を深めた
り、考え方を変容させたりして、理解の深化ができた。発表内容についてインターネット
で検索し、各自が持っているインターネット・リソースを互いに提供し、リソースが増え
た。また、インターネット・リソースの内容の選別、発表内容の構成、PPTの作成など
について相談し、仲間と交流することによって自己モニターし、新しい発見ができて、理
解の深化を促した。この一連の活動を通して、仲間との相互作用や達成感や楽しさを味わ
い、他者の意見を尊重し、目標に向けて互いに協力し合って、情意面のメリットも得られ
たと考える。一方、T教師のクラスの場合、課題発表は四人のグループで行う予定だった
が、実際にリソースの収集の段階を除き、発表者が独自で作業を完成したことになってい
る。作業を共有していないので、仲間との相互作用も起きなかった。教師もこの過程から
はずされ、発表の内容はともかく、発表の仕方、最後の評価まで明確な指示を下さなかっ
たため、課題発表の本来の趣旨からかけ離れた結果になっていたと考える。このように、
課題発表という教室活動に対し、学習者の学習意欲、教師の介入の具合によって効果が異
なることが明らかであろう。
6.3　文化教育の目的はなにか
最後に、二つの「日本概況」サンプル授業で明らかになった、中国の大学日本語専攻教
育における文化教育のあり方は、学習指導要領で規定した「異文化コミュニケーション能
力の育成」という教育目標を達成できるだろうか。
「日本概況」の授業では、教師の一斉授業も学習者の課題発表も、所産・知識としての
固定的な日本文化を伝授することになっていた。主な手法は日中両国の文化の「異」の比
較となって、文化の類似性と差異性を強調された。このような授業を受講する学習者に
とって、必要とされる能力は、講義の内容、固定的な日本社会文化知識を理解する能力の
みであった。さらに、この理解の過程もすべて学習者個体で完成するものであった。この
ような文化教育のあり方は、大学教育の一環である日本語専攻教育の立場からみれば、課
題が多いと考えられる。
中国の大学日本語専攻教育における文化教育は、もうひとつ重要な意義がある。
中国と日本は過去の歴史的な遺恨があって、日本語専攻生は大学に入る前に、すでに日
本に対するイメージを持っている。見城・三村（2010）が中国の大学生 1,452名を対象に
行った量的、質的な調査の結果によれば、このイメージの首位にあるものは日本の「現代
日本文化」に関するものである。日本の「ACG文化」（アニメ、コミック、ゲームの頭文
字を取ったもの）が中国の若者の対日イメージに与える影響が大きいと指摘された。一位
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と僅少な差で二位に上がったのは「抗日戦争」、「南京大虐殺」を代表する戦争への記憶で
あった。戦後 65 年を過ぎても戦争の記憶は、中国国内の若い世代に確実に引き継がれ、
「日本」イメージの形成に大きく関係している結果となった。このイメージはいうまでも
なく当然日本批判のものばかりで、「侵略者」、「残酷」、「謝罪しない」のような言辞が溢
れた。これらのイメージは教科書・テレビからの影響であるとされている。しかし日本語
を学習し始めると、その認識に広がりが生まれ、桜・富士山（自然環境）や寿司（食文化）
などのイメージが加わっていく。日本語専攻生の立場になると、日本に関する知識量が急
増するとともに、自らの職業選択に直接関わるため、企業文化や国民性も日本イメージと
して前面に出てくる結果になっている。
このように、日本語学習の経験は日本語専攻生の対日イメージに影響を及ぼすことが証
明されている。実際の教育現場で日本概況のような社会文化を扱う授業において、学習者
は自分がどんな日本、日本人についてのイメージを持っているかを内省することは第一歩
だと考える。このイメージはどのようなもので、また中国の社会でどんな対日イメージが
浸透しているかを把握し、この中国の社会における日本、日本人に対する認識は、どのよ
うな歴史的な背景で生成され、権力関係や政治性とどのように関わっているかを理解する
ことは必要であろう。テレビや教科書にある日本批判の内容を詰め込み教育で受動的に受
け入れてきた日本語専攻生は、日本語を学ぶことで、自分が持つ日本に対する先入観に気
づき、日本語で書かれた書物や情報を読み、理解することができるため、文化の背後にあ
る歴史的な背景や政治性などを理解し、自らの日本文化観を反省し、再認識ができるだろ
う。さらに、これまでと異なる視点から自文化を眺めることもでき、新しい発見や疑問な
ども生まれるだろう。この過程を通して自文化への反省や再認識も促すだろう。この自国
の文化、日本文化への再認識、再構築によって、公平的、寛容的、客観的な複眼思考力を
持つようになり、新たな文化観が構築できると考える。
7．おわりに
本研究は、中国の大学日本語専攻教育における文化教育の実態を把握するために、二つ
の「日本概況」サンプル授業の実例を通して、その特徴と問題点を分析・考察してきた。
「日本概況」授業においては、《主体》である教師は、インターネット・リソース、学習者
による課題発表などの《道具》を媒介して、《対象》である学習者に所産・知識としての、
固定的な日本文化を一方向的に伝授していた。学習者による課題発表は、テーマの選択の
自由性、教師の介入の具合、発表者の学習意欲、共同体との関係性によって完成度を大き
く左右されていることがわかった。中国の大学日本語専攻教育が目指している「異文化
コミュニケーション能力の育成」という教育目標の実現に、寄与しない特徴が散見され、
文化の捉え方、教育手法や文化教育の目的などを再考することが喫緊の課題であると言
える。
今回の調査は教育内容が旧態依然としている点で類似した二つの教育機関についであっ
た。そのため、結論が若干日本文化教育の理想像の追求に傾いたきらいがある。今後、よ
り多くの実践例の質的研究を重ねて、中国の「日本概況」授業の多様な実態に迫りたい。
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注
 1 ここの「個の文化」のクラスは、細川英雄により提唱され、早稲田大学日本語教育研究センター
にて、留学生を対象に展開されてきた「総合活動型日本語教育」（細川 2002）のクラスである。「総
合活動型日本語教育」のクラスにおいては、留学生は各自のテーマを基に、教師や教室活動に参
加する TAやボランディアなどの他者と話し合いながら、メモやレポートを書き、総合的な言語
能力の向上を目指している。従来の知識学習としての日本事情クラスではなく、学習者のアイデ
ンティティに積極的に関わる活動型言語教育のクラスである。
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